
受
給
資
格

特
別
障
害
者
手
当

在
宅
で
著
し
く

重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、

日
常
生
活
に
常
時
特
別
の
介
護
を

必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
人
に
支

給
さ
れ
ま
す

※
社
会
福
祉
施
設
へ
入
所
、
ま
た
は

病
院
に
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い

る
場
合
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

障
害
児
福
祉
手
当

在
宅
で
日
常
生

活
に
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
20

歳
未
満
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す

※
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る
年
金
の

給
付
を
受
け
て
い
る
場
合
や
社
会

福
祉
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
と
き

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

請
求
手
続
き

認
定
請
求
書
に
、
所

定
の
診
断
書
と
関
係
書
類(

い
ず

れ
も
社
会
福
祉
課
窓
口
に
あ
り
ま

す)

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
支
給
額
と
支
払
い

特
別
障
害
者
手

当
が
月
額
２
万
６
２
６
０
円
、
障

害
児
福
祉
手
当
が
月
額
１
万
４
２

８
０
円
で
、
２
月
、
５
月
、
８
月
、

11
月
に
前
月
分
ま
で
の
手
当
が
本

人
の
銀
行
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
支
給
の
制
限

本
人
、
ま
た
は
扶
養

義
務
者
の
所
得
が
一
定
額
を
超
え

る
場
合
に
は
、
手
当
の
支
給
が
停

止
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
福

祉
係
1
内
線
７
７
２
５
２
、
白
沢

町
総
務
課
保
健
福
祉
係
1
内
線
３

４
、
利
根
町
総
務
課
保
健
福
祉
係

1
内
線
２
８
へ

受
給
資
格

心
身
に
障
害
が
あ
る
児

童
を
養
育
す
る
父
ま
た
は
母
、
父

母
以
外
で
児
童
を
養
育
し
て
い
る

人
に
支
給
さ
れ
ま
す

※
児
童
が
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
や
児
童
福
祉
法

な
ど
に
よ
り
施
設
に
入
所
し
て
い

る
と
き
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

請
求
手
続
き

認
定
請
求
書
　
に
、

所
定
の
診
断
書
と
関
係
書
類(

い

ず
れ
も
子
ど
も
課
窓
口
に
あ
り
ま

す)

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
支
給
額
と
支
払
い

障
害
の
程
度
が

１
級
の
人
は
月
額
５
万
４
０
０

円
、
２
級
の
人
は
３
万
３
５
７
０

円
で
、
４
月
、
８
月
、
11
月
の
年

３
回
、
前
月
分
ま
で
の
４
カ
月
分

が
振
り
込
ま
れ
ま
す

振
込
口
座

郵
便
局
の
ほ
か
、
銀
行

な
ど
の
金
融
機
関
口
座
で
も
振
り

込
み
が
可
能
で
す

支
給
の
制
限

所
得
が
一
定
額
を
超

え
る
場
合
に
は
、
支
給
が
停
止
さ

れ
ま
す

問
い
合
わ
せ

子
ど
も
課
子
育
て
支

援
係
1
内
線
７
７
２
５
７
、
白
沢

町
総
務
課
保
健
福
祉
係
1
内
線
３

４
、
利
根
町
総
務
課
保
健
　
福
祉

係
1
内
線
２
８
へ
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特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です
11月は児童虐待防止推進月間です

児童相談所全国共通ダイヤル1０５７０(０６４)０００へ

｢おかしい｣と感じたら迷わず連絡を

子どもを虐待から守るための５カ条

その１ ｢おかしい｣と感じたら迷わず連絡(通告)を

その２ ｢しつけのつもり…｣は言い訳。子どもの立場で判断

その３ ひとりで抱え込まない。あなたにできることから行動を

その４ 親の立場より子どもの立場。子どもの命が最優先

その５ 虐待はあなたのまわりでも起こりうる

連絡(通告)機関
●子ども課家庭児童相談室1○22０８７４
●中央児童相談所(北部支所)1０２７９○20１０１０
●こどもホットライン241０１２０(７８３)８８４

※秘密は厳守されます

虐待を受けたと思われる子どもを見つ

けたときやご自身が出産や子育てに悩ん

だときには、児童相談所や市町村の窓口

に連絡してください。

気
づ
く
の
は

あ
な
た
と
地
域
の

心
の
目

市役所 123－2111524－5179 白沢町振興局 153－2111553－2188 利根町振興局 156－2111556－36747 市役所 123－2111524－5179 白沢町振興局 153－2111553－2188 利根町振興局 156－2111556－3674

今
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険

料
は
、
そ
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
年
内
の
所

得
の
申
告
に
つ
い
て
、
国
民
年
金
保

険
料
を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申

告
す
る
際
に
は
、
１
年
間
に
納
付
し

た
国
民
年
金
保
険
料
を
証
明
す
る
書

類
を
添
付
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
額
を
証
明
す
る「
社
会
保
険
料

(

国
民
年
金
保
険
料)

控
除
証
明
書
」

が
日
本
年
金
機
構
か
ら
11
月
上
旬
ま

で
に
送
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
10
月
１

日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し

た
人
に
は
、
来
年
の
１
月
下
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
手
続
き

の
際
に
は
、こ
の
控
除
証
明
書
、ま
た

は
国
民
年
金
保
険
料
の
領
収
証
書
が

必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告
を
す

る
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
も
、
納
付
し
た
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
家
族
宛
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し
て

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

控
除
証
明
書
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
1
０
５
７
０(
０
７
０)

１

１
７
へ

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た

ま
ま
２
年
を
超
え
る
と
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
年
10
月
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
過

去
10
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
後
納
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
年
８
月
10
日
に
年
金
機
能
強
化

法
が
成
立
し
、
平
成
27
年
10
月
か
ら

は
、
年
金
の
受
給
資
格
期
間
が
、
こ

れ
ま
で
の
25
年
か
ら
10
年
に
短
縮
さ

れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
ま
す
。

受
給
資
格
期
間
を
満
た
さ
な
か
っ

た
人
が
年
金
を
受
給
で
き
る
場
合
や
、

後
納
制
度
を
利
用
し
て
受
給
で
き
る

よ
う
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

国
民
年
金
保
険
料
専

用
ダ
イ
ヤ
ル
1
０
５
７
０(

０
１

１)

０
５
０
、
ま
た
は
渋
川
年
金

事
務
所
1
０
２
７
９
　
１
６
０
７

へ
後
納
制
度
の
納
付
開
始
、
受
給
資
格

期
間
の
短
縮
の
お
知
ら
せ

年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は
社
会
保

険
料
控
除
証
明
書
な
ど
が
必
要
で
す

津久井教育長が退任・新教育長に宇敷重信さん

本市の教育長として長年ご尽力いただいた津久井勲さんが、任期満

了により９月30日をもって退任されました。

津久井さんは、市町村合併直後の平成17年

４月に就任以来、厳しい財政状況の中、学校教

育における｢沼田市ゼロ予算事業７点セット

＋１｣を提唱し、学力向上などに多大な成果を

上げ、耐震化計画に基づく小中学校の校舎の耐

震化を進めるなど、本市の教育行政の振興に尽

くされました。

後任の教育長には、議会の同意を得て教育委員に任命された宇敷重

信さんが10月１日付で就任されました。宇敷さんは、昭和51年に教職

に就かれ、沼田東中学校長、教育委員会学校教育課長、利根教育事務

所長などを歴任され、本年３月まで沼田小学校長として活躍されてき

た人です。

教育委員会は５人の委員で構成されていま

す。このうち、井上行弘さん(利根町千鳥)が議

会の同意を得て10月１日付で新教育委員に任

命されました。

10月１日に開かれた教育委員会で、新教育委員長に見城厚男さん

(下川田町)が選ばれました。

宇敷重信さん

公平委員に齋藤　さん

本市の公平委員の定数は、法律で３人と定

められており、識見を

有する人から選出され、

議会の同意を得て選任

されています。このう

ち、齋藤　さん(高橋

場町)が10月１日付で

再任されました。

齋藤　さん

井上行弘さん

教育委員に井上行弘さん

教育委員長に見城厚男さん

法務大臣から
人権擁護委員が委嘱されました

人権擁護委員は人権思想を広め、人権侵害

が起きないようにするため、人権講演会の開

催や学校との連携による人権啓発活動、人権

に関する相談に応じるなどさまざまな活動に

取り組んでいます。

委員の任期は３年間で、次の４人が10月１日

より引き続き法務大臣の委嘱を受けました。

田島亮さん(薄根町)

小林治美さん(岡谷町)

入澤省二さん(白沢町高平)

角田世司さん(利根町多那)

問い合わせ　生活課生活係1内線７７３５１


